
岩美 町 障 が い者 就労 施設 等 から の物 品等 調 達方 針  

 

１  趣 旨  

こ の 方 針 は 、 国 等 によ る 障 害 者 就 労施 設 等 か ら の 物品 等 の調

達 の推 進 等 に関 す る法 律 （ 平成 ２ ４年 法 律 第５ ０ 号。 以 下 「障

害 者優 先 調 達推 進 法」 と い う。 ） 第９ 条 の 規定 に より 、 岩 美町

にお ける 障 害者 就労 施設 等 から の物 品又 は 役務（ 以下「物 品 等」

とい う。）の 調 達 の推 進に 関 し必 要な 事項 を 定め るも のと す る。  

 

２  用 語 の 定 義  

こ の 方 針 に お い て 使用 す る 用 語 は 、障 害 者 優 先 調 達推 進 法で

使用 する 用 語の 例に よる 。  

 

３  適 用 範 囲  

こ の 方 針 は 、 岩 美町 が発 注 す る 物品 等 の 調 達に 適用 する 。  

 

４  調 達 の 対 象 とな る障 が い者 就労 施設 等  

こ の 方 針 に よ る 調 達の 対 象 と な る 障が い 者 就 労 施 設等 は 、 障

害者 優先 調 達推 進法 第２ 条 第２ 号に 掲げ る 施設 とす る。  

 

５  調 達 の 対 象 物品 等  

障 が い 者 就 労施 設等 が 提 供 する 物 品 等と す る 。    

 

６  調 達 の 推 進 方法  

 （ １ ） 障 が い 者 就 労 施 設 等 か ら の 物 品 等 の 調 達 の 推 進 の 意    

義 を 踏 ま え 、 分 野 を 限 定 す る こ と な く 調 達 す る よ う 努 め る 。 

 （ ２ ） 障 が い 者 就 労 施 設 等 か ら の 物 品 等 の 調 達 に あ た っ て は 、

共同 受注 窓 口 を 活用 し、 物 品等 の調 達を 行 う。  

  【 共 同 受 注 窓 口 】  

特 定 非 営 利 活動 法人  

   鳥 取 県 障 が い 者就 労 事業 振興 セン タ ー鳥 取事 業所 ・  

ワ ー ク サ ポ ート とっ とり  

    〒 ６ ８ ０ － ０ ９ １ ２   

    鳥 取 市 商 栄 町 ４ ０ ３－ １   ℡ ５ ０ － １ １ ２２  

 （ ３ ）町 が 主 催す るイ ベ ント 等に おい て は 、障が い者 就 労 施 設



等か らの 物 品等 の調 達に 努 める 。  

 （ ４ ）地 方 自治 法施 行令（ 昭 和２ ２年 政令 第 １６ 号）第 １６ ７ 条

の ２ 第 １ 項 第 ３ 号 の 規 定 に よ る 随 意 契 約 を 積 極 的 に 活 用 し 、

物品 等の 調 達を 行う 。  

 

７  調 達 方 針 及 び調 達実 績 の公 表  

 （ １ ）調 達 方 針を 作成 し 、又 は見 直し た とき は 町 ホー ム ペー ジ

等で 公表 す る。  

 （ ２ ）当 年 度 の調 達実 績 を 会 計年 度終 了 後 、町ホ ー ム ペ ージ 等

で公 表す る 。  

 

８  調 達 目 標  

  令 和 元 年 度 に お いて は 、 前 年 の 実績 を 上回 る よ う努 め る。  

 

９  そ の 他  

 （ １ ） こ の 方 針の 担当 窓 口は 、福 祉課 と する 。  

 （ ２ ）物 品 等の 契約 にあ た って は岩 美町 財 務規 則の 定め に よる 。 

 


